
４．BSL-4 施設の設置運営に関する国、県及び市の関与について 
（１）長崎大学の基本的考え方

① 長崎県及び長崎市

長崎大学は、BSL-4 施設の設置計画を具体化させるに先立ち、平成 26
年 12 月、長崎市民の民意を代表する長崎市議会、そして長崎県民の民意

を代表する長崎県議会に対して、それぞれ「長崎大学における感染症研

究拠点の早期整備を求める請願書」、「長崎大学における感染症拠点の早

期整備を求める要望書」を提出し、いずれにおいても圧倒的な支持が得

られた（長崎市議会への請願は採択され、長崎県議会への要望について

は、その内容を盛り込んだ動議が可決された。）。*

これを受け、平成 27 年に入ってから、長崎県当局、長崎市当局と協議

を行い、去る 6 月 17 日、長崎県知事、長崎市長、長崎大学長の間で「感

染症研究拠点整備に関する基本協定」（以下「基本協定」と言う。）が締

結され、現在、それに基づく長崎県、長崎市及び長崎大学による協議機

関の設置の検討が行われている。

こうした動きについては、一部市民の間に、拙速である、との批判も

見受けられる。しかし、基本協定は、新興・再興感染症の脅威に対して、

長崎県、長崎市、そして長崎大学が連携協力を充実させることを主目的

の一つとしつつ、長崎大学の BSL-4 施設の設置計画の具体化に当たって、

如何なる課題があり、それをどのように解決するか、について、長崎大

学のみならず、地域住民の福祉向上を任務とする行政機関も参画して議

論や検討を行うためのものであり、拙速であるとの批判は全く当たらな

いものと考えられる。

*長崎市議会への「長崎大学における感染症研究拠点の早期整備を求める請願書」の提出（平

成 26 年 12 月 1 日）。 

平成 26 年 12 月 12 日に長崎市議会本会議において採択。（賛成 36、反対 2、退席１）。

長崎県議会への「長崎大学における感染症研究拠点の早期整備を求める要望書」の提出（平

成 26 年 12 月 1 日）。

平成 26 年 12 月 18 日に長崎県議会本会議において、知事への意見書（動議）を採決（賛成

41、反対 1、退席 1、欠席 1）。

② 国

長崎大学の BSL-4 施設の設置計画に関連して、文部科学省の「ロード

資料５－１ 
「これまでの議論を振り返って（論

点整理）」（平成 27 年 7 月 27 日 長

崎大学高度安全実験(BSL-4)施設に

関する有識者会議）（抜粋） 
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マップ 2014」、日本学術会議や自由民主党の提言、国会におけるご議論

などについては上述の通りであるが、さらに、長崎大学が BSL-4 施設の

設置運営主体となる場合には、より具体的な国の関与を求める声が少な

くない。

 長崎大学は、こうした声を至極もっともであると認識しており、従来

から国立大学法人を所管する文部科学省や感染症法を所管する厚生労働

省を始めとする関係行政機関と密接に情報共有や意見交換を進めてきて

いる。政府部内でも、我が国における BSL-4 施設のあり方について、多

角的な検討が行われていると聞いている。

 長崎大学は、引き続き国との情報共有や意見交換を進め、その結果を

地域社会の方々に示していきたいと考えている。

なお、去る 6 月 30 日に閣議決定された「経済財政運営と改革の基本方

針 2015」、いわゆる「骨太の方針」において、「第 2 章 経済の好循環

の拡大と中長期の発展に向けた重点課題」の中の「４．安心・安全な暮

らしと持続可能な経済社会の基盤の確保」・「[３]暮らしの安全・安心

（治安、消費者行政等）」に、「国際的な対応を含む感染症対策」（注に

おいて、「エボラ出血熱、中東呼吸器症候群（MERS）等の対策を含む。」

と記載されている。）との表現が盛り込まれている。 

（２）有識者会議における議論と今後の課題

有識者会議においては、委員やオブザーバーから、長崎県や長崎市の関

与を求める声が強く、長崎県、長崎市、長崎大学の間での基本協定の締結

については、概ね肯定的な評価がなされている。

 他方で、施設の設置運営に伴い第三者に被害が発生した場合の補償対応

や昨今世界で取り沙汰されることの多いテロに対する警備などのテロ対策

などについては、国の関与が不可欠であるとの指摘が強く、長崎大学が引

き続き BSL-4 施設の設置計画を進めるのであれば、国の関与について、地

域社会の関心に答え得る内容を説明するよう求める意見が強い。

したがって、国の関与のあり方については、関係機関との調整を継続的

に進め、可能な限り早い時期に、地域社会の方々が納得し得る結論を得る

ことを要望する。
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